
　私たち行政研究会の室員15人は、

昨年11月18日、総合政策学部棟付近

にある「青年像」を洗う会に参加し

た。像のリフレッシュは、青年像の

モデルとなった長谷正治氏（1965年

卒）の手によって毎回丁寧に行われ、

55周年には多くの卒業生や関係者

が集まった。

　青年像をつくろうと最初に呼び掛

けたのが、行政研究会ＯＢの岡本明

久氏（1961年卒）だ。

　1958年、中央大学新聞が創刊500

号を記念して学生や教職員に学生歌

を募集した。当時２年生だった岡本

先輩の歌が第一席に選ばれた。

　岡本先輩は賞金１万円を一粒の種

として中大生の絆となる像をつくろ

う、と提唱した。その反響は広がり、

全学挙げての運動となり、学生らか

ら寄付を集め、彫刻家の本郷新氏に

制作を依頼するに至った。

　本郷氏は立命館大の「わだつみ像」

や広島平和記念公園の「嵐の中の母

子像」などを手がけた。

　青年像のモデルには当時、中大杉

並高陸上部キャプテンの長谷氏が抜

てきされた。1961年11月18日、青年

像の除幕式が行われた。

　私たちが洗う会に参加したとき、

青年像にまつわる駿河台キャンパ

ス時代のお話を伺った。青年像は校

舎中庭の掲示板横にあり、学生生活

と共にあった。今のようにインター

ネットはなく、学生は毎日掲示板を

確認する習慣があったため、いつも

青年像を見ていた。

　賞金と学生からの
　寄付でつくる

　中大多摩キャンパスで、中大生を

見守る「青年像」は昨秋に55周年

を迎えた。毎年行われる大掃除に、

青年像完成に縁のある行政研究会

の現役メンバーが初参加した。

　 周年を迎えた
「青年像」
先輩と共に磨く
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　学生運動が全国的に激しくなった

時期にも、活動家は青年像には手を

出さなかった。多摩キャンパスに移

設した今も、当時の形のまま残って

いる。

　長谷さんには、モデルとなった当

時のことをお聞きした。２体の像か

らなるのだが、両方ともモデルは長

谷さんであり、一人二役を務められ

た。

　正面から見て、左の像は右腕を高

く上げている。筋肉の動きを正確に

写すため、長時間、腕を上げたまま

でいたという。お話をお聞きすると、

像が人間味を帯びてきたようで愛着

が湧いた。

　それと共にもっと学生の目につく

場所に青年像を置き、その存在をよ

り大切にしていきたいと感じた。伝

統あるものの価値を実感し、次の世

代に受け継いでいくことは、心を豊

かにしてくれると思うのだ。

　最後に私が心打たれた、中大ＯＢ・

新川亨さんによる像の「台座の銘」

を紹介したい。

　『若人は語り合い、そして歩むの

が好きだ』

　今、学生として仲間と共に、自由

に学びを得られていることに感謝

し、自分の目指すべき道へ歩んでい

きたい。　

　２体のモデルは
　同一人物

　私たち行政研究会は、公務員
試験合格を目指し、男女比おお
よそ１：１の一学年十数人で活
動している。卒業生は、国家総合
職や一般職、地方上級職等をは
じめとし、民間や法曹も含めた
幅広い分野で活躍している。
　行政研究会の特徴は全国各地
で活躍する先輩方と交流が持て
ることだ。多様な職種にお勤め
の先輩方がいることで、自分の
志望の職場で働く先輩が見つか
り、ロールモデルを身近に感じ
ることができる。また、自分の志
望以外にも多くの魅力的な職業
を知り、視野を広げることもで
きる。　
　活動内容としては、１・２年次
には週に２回ほど教授や先輩に
よるゼミを受ける。公務員試験

で必要な法律に関する基本的な
知識を定着させることを目的と
している。
　室員の所属は法学部が多い
が、他の学部生でも十分理解で
きるように教授や先輩が丁寧に
教えてくださる。３・４年生は後
輩にゼミでの指導をしたり、お
互いに切磋琢磨し合いながら試
験勉強に励んだりしている。
　他にも、不定期にディスカッ
ションゼミを開き、社会問題に
ついて見識を広げるなど、活動
内容は多岐にわたる。
　現在は新年度の入室試験に向
けた準備に取り組んでいる。新
たに加わる室員と共に活動でき
る日を楽しみにしている。
　　　　　　　　　　　（小川）
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